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直近の政治情勢（10/22 総選挙直前）：原発を巡る与野党のスタンス 

	

https://www.jiji.com/jc/graphics?p=ve_pol_election-syugiin20171018j-08-w460	
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直近の政治情勢（10/22 総選挙結果）：国政面での政治勢力図 

	

https://www.jiji.com/jc/graphics?p=ve_pol_election-syugiin20171023j-08-w520	
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“マスコミ世論調査結果”と“政治勢力図”：選挙結果と個別政策賛否は連動せず 

◎原発に関しては、消費税などと同様に、国政選挙５連勝政権であっても世論を忖度。	

◎「前面に出る」はずの首相は、原子力規制委と地元自治体に丸投げ状態。	

	

http://www.enecho.meti.go.jp/committee/studygroup/ene_situation/001/pdf/001_005.pdf	
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政党支持率：総じて、現政権（自民・公明連立）は安定的に推移 

◎消費増税、原発再稼働、特定秘密保護法成立、安保法成立など難題推進の実績大。	

 

https://www.nhk.or.jp/bunken/research/yoron/political/2017.html	
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電力小売全面自由化後の需要家の意識：電源構成は選択理由として大きくない 

◎「原発以外の電気」15.6％（16位）、「再エネの電気」14.4％（21位）。	

◎「電源構成の開示」10.3％（24位）。	

	

http://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/015_06_00.pdf	
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2030 年目標：現在検討中の次期エネルギー基本計画では、現行と変わらない見通し 

◎2030年度に最終エネルギー需要を対策前比で原油換算▲5,030万kl（▲13％）程度。	

	
http://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/022/pdf/022_006.pdf	
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2030 年目標：道中は厳しく、「再エネ適正化」と「原子力正常化」が道半ば 

◎「再エネの低廉化・信頼感醸成」、「原子力の政治主導・信頼感回復」が最大の課題。	

	

http://www.enecho.meti.go.jp/committee/studygroup/ene_situation/001/pdf/001_006.pdf	
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“再エネを主力電源に”するための課題（全体論） 

◎三つの課題（コスト、調整力、ＮＷ（送配電網））をどう是正していくか？	

	
http://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/022/pdf/022_005.pdf	
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“再エネを主力電源に”するための課題（太陽光・風力の買取価格） 

◎日本での太陽光・風力の買取価格は、一部低廉化しつつあるが、世界的には相当高い。	

	
http://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/022/pdf/022_006.pdf	
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“再エネを主力電源に”するための課題（太陽光発電コスト） 

◎日本での太陽光発電コストは、欧州との比較でも相当高い。	

	
http://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/022/pdf/022_005.pdf	
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“再エネを主力電源に”するための課題（調整電源としての火力） 

◎変動再エネ（太陽光・風力）には、調整電源としての石炭火力などの維持が必要。	

 
http://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/022/pdf/022_005.pdf	
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世界のエネルギー事情（１）：世界全体の一次エネルギー供給量の推移 

○途上国のエネルギー需要増もあって、全体的に増加傾向。	

○石炭・天然ガス・石油は漸増、原子力は横這い、再エネは微漸増。	

	
2017.4.3	REN21	“Renewables	Global	Futures	Report	:	Great	debates	towards	100%	renewable	energy”	
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世界のエネルギー事情（２）：世界全体の電力供給量の推移 

○途上国のエネルギー需要増もあって、全体的に増加傾向。	

○石炭・天然ガスは漸増、石油・原子力は横這い、再エネは微漸増。	

	
2017.4.3	REN21	“Renewables	Global	Futures	Report	:	Great	debates	towards	100%	renewable	energy”	



 14 

世界のエネルギー事情（３）：2050 年に向けた主要国の戦略 

◎ドイツを除き、各国とも、『再エネ・原子力』を共に推進する姿勢。	

 

http://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/022/pdf/022_005.pdf	
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世界の原子力事情（１）：原子力発電設備容量の推移 

○2016年で、9GWe超の新規原子炉が稼働を開始し、過去25年以上で最大の増加率。	

○2016年で、441基→448基に増加（10基竣工、3基閉鎖、計8GWe増）。	

	
2017.6.28	World	Nuclear	Association	“World	Nuclear	Performance	Report	2017”	
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世界の原子力事情（２）：原子力発電電力量の推移 

○2016年で、世界の原子力発電電力量は35TWh増加し、2476TWh。	

○これは、新規原子炉（追加分）と既設原子炉（性能改善分）の合計。	
	

	

2017.6.28	World	Nuclear	Association	“World	Nuclear	Performance	Report	2017”	
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世界の原子力事情（３）：原子力発電量の推移 

○地域別では、北米と西中欧で多く、次いでアジア、東欧。	

	

2017.6.28	World	Nuclear	Association	“World	Nuclear	Performance	Report	2017”	 	
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世界の原子力事情（４）：原子力発電量の推移 

○世界全体での原子力比率は、2000年以降は減少傾向。	

○原子力利用国での原子力比率は、2000年以降は減少したが、2012年以降に反転・増加へ。	

	

2017.6.28	World	Nuclear	Association	“World	Nuclear	Performance	Report	2017”	
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世界の原子力事情（５）：原子力発電所の稼働率の推移 

○世界全体の原子炉の稼働率は、2000年以降は概ね80％前後で安定。	

○2011年には一時的に落ち込んだが、それ以降は80％台を維持。	

	

2017.6.28	World	Nuclear	Association	“World	Nuclear	Performance	Report	2017”	 	
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世界の原子力事情（６）：原子炉の年齢と稼働率の関係 

○2007〜16年（10年間）の原子炉の稼働率は、その年齢に殆ど関係なく80％台を維持。	

	

2017.6.28	World	Nuclear	Association	“World	Nuclear	Performance	Report	2017”	
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世界の原子力事情（７）：１Ｆ事故後の世界の動き 

◎１Ｆ事故後であっても、世界的には原子力が選択されている。	

 
http://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/022/pdf/022_005.pdf	
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世界の原子力事情（８）：“脱原子力”の国は少ない・・・ 

○脱原子力の国は欧州の一部だけであり、脱原子力は“世界の潮流”ではない。	

○ロシア、中国、インドなどは今後導入拡大、米国・欧州の一部は今後とも維持。	

	

2017.8.15	The	U.S.	Nuclear	Energy	Enterprise	“A	Key	National	Security	Enabler”	
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世界の原子力事情（９）：ロシアが“原子力覇権国”になっていく様相… 

○ロシアが中国、インド、アジア諸国など途上国に進出。	

	

2017.8.15	The	U.S.	Nuclear	Energy	Enterprise	“A	Key	National	Security	Enabler”	
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世界の原子力事情（10）：米国は、ＴＭＩ事故から四半世紀を経て回復基調に・・・ 

○2000年代前半にようやく人材流入が反転・増加。	

○1979年のＴＭＩ事故から約25年ぶりに原子力産業へ順風が吹き始めた。	

	

2017.8.15	The	U.S.	Nuclear	Energy	Enterprise	“A	Key	National	Security	Enabler”	
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最近の話題（１）：米国では、原子力と石炭火力を再び推進へ 

○トランプ政権になり、原子力で世界のリーダーに返り咲く旨の強い意思表示。	

○9月下旬、米国エネルギー省は、次の二つを発表。	

	

＜１＞	原子力・石炭の支援策	

	 ①電力自由化の進展がもたらした低価格な天然ガスと再生可能エネルギーの増加により、	

	 ②近年、石炭火力発電所と原子力発電所の閉鎖が続発しているが、	

	 ③それによって顕在化しつつある送電網の回復力の維持など電力システム上の危機を回避するため、	

	 ④原子力発電と石炭火力発電に係る二つの支援策（＝「十分な対価」）を提案。	

	

＜２＞	新設原子炉への債務保証	

	 ①米国で30年ぶりの新設原子炉となるヴォーグル3・4号機（110万kW×2基）の建設支援のため、	

	 ②既に措置されている83億ドルの融資保証に加えて、追加的に37億ドルの融資保証措置を提案。	
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最近の話題（２）：韓国で原子炉新設を再開（韓国も、“原発ゼロ”公約は選挙後に破断） 

○文大統領は、新古里５・６号機（蔚山市）の建設を一時中断。	

○文政権の有識者委員会は10月20日、市民参加の「討論型世論調査」で建設再開を勧告。	

○大統領府は、これを尊重すると表明。	

	

○文大統領は、大統領選の際に“原発ゼロ”を掲げたが、これを事実上撤回。	

○韓国３大紙とも、冷静かつ歓迎の論調。（どこかの国の全国大衆紙とは大違い…）	

	 ・中央日報：社説「集団知性が発揮された原発建設再開決定」	

	 ・東亜日報：社説「原発参加団の成熟した判断、「エネルギー百年の計」転換点にならなければ」	

	 ・朝鮮日報：「脱原発」にブレーキをかけた韓国国民の理性	
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◎当面、日本のエネルギー政策が歩んでいく方向性は？ 

	

（１）再エネも原子力も、世界的には今後とも導入促進・利用拡大の傾向。	

	

（２）日本の場合、エネルギー政策目標における次の３つの価値は当面不変。	

	 	 ①エネルギー安全保障水準の維持・向上	

	 	 ②エネルギーコストの低廉・安定化	

	 	 ③ＣＯ2など温暖化ガスや、ＳＯx・ＮＯxなど大気汚染物質の排出量の抑制・削減	

	

（３）東日本大震災による１Ｆ事故で、“社会学的な損傷”を越えて、“政治とマスコミの玩具になり

やすい”、“反権力運動など自分探しのネタ元になりやすい”など、原子力の個性が顕在化。	

	

（４）震災以降、精神的にもビジネス的にもバブル化したが沈静化しつつある再エネは、いずれ必ず

主役に躍り出る日が来る。再エネと原子力は対立しがちだが、全く無意味かつ愚か。	
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	 ↓	

☆“脱原子力”は世界の潮流にならず…（敢えて言うならば、“脱石炭”が一部顕著） 

  ・米：石炭は継続、原子力は継続、再エネは継続 

  ・英：2025 年石炭ゼロ、原子力は継続、再エネは継続 

  ・仏：2021 年石炭ゼロ、原子力は継続、再エネは継続 

  ・独：石炭は継続、2022 年原子力ゼロ、再エネは継続 

 

☆再エネ導入促進のため、原子力の高稼働率稼働による収益増分の一部活用を！ 

 

☆再エネへの異常・過剰な期待感の鎮静化を！（かつての原子力と同じ轍は踏まず…） 

 

☆乱立する新電力・再エネ事業者を大手電力へ集約していく政策誘導がもうすぐ必要！ 

 

☆『日本にとって正しいエネルギー政治勢力』を再構築し、しっかり支える体制を！
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＜参考＞ 2017.10.26 フジサンケイ・ビジネスアイ	
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